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(57)【要約】
【課題】効率的に対象物を所定の大きさで投写させるこ
とが可能なプロジェクタおよびプロジェクタの投写方法
を提供することを目的とする。
【解決手段】プロジェクタ１は、距離取得手段で取得す
る、スクリーン２００までの距離データと、画像情報か
ら所定の対象物に対して対象物取得手段で取得する、対
象物データと、大きさデータ取得部で取得する、対象物
記憶部で記憶する対象物データに対応した大きさデータ
とに基づき、画像制御部で、対象物が対象物の大きさデ
ータと略一致する大きさとなるようにスクリーン２００
へ投写させるための、ズームレンズ６１に対するズーム
データを演算（算出）する。そして、算出したズームデ
ータに基づいて、ズームレンズ駆動部１００でズームレ
ンズ６１を駆動する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光源から射出される光束を、画像情報に基づいて光変調装置で変調して光学像を形成し
、投写レンズを介して投写対象面に映像として投写するプロジェクタであって、
　前記投写対象面までの距離データを取得する距離取得手段と、
　前記画像情報から所定の対象物を検出して対象物データを取得する対象物取得手段と、
　前記対象物の大きさデータを記憶する対象物記憶部と、
　前記対象物記憶部から前記対象物データに対応した前記大きさデータを取得する大きさ
データ取得部と、
　前記距離取得手段で取得した前記距離データと、前記対象物取得手段で取得した前記対
象物データと、前記大きさデータ取得部で取得した前記対象物の前記大きさデータと、に
基づき、前記対象物が前記対象物の前記大きさデータと略一致する大きさとなるように前
記投写対象面へ投写させるための、前記投写レンズに対するズームデータを演算して制御
を行なう画像制御部と、
　前記画像制御部で演算された前記ズームデータに基づいて前記投写レンズを駆動する投
写レンズ駆動部と、を有することを特徴とするプロジェクタ。
【請求項２】
　光源から射出される光束を、画像情報に基づいて光変調装置で変調して光学像を形成し
、投写レンズを介して投写対象面に映像として投写するプロジェクタであって、
　前記投写対象面までの距離データを取得する距離取得手段と、
　前記投写レンズのズームデータを取得するズーム取得手段と、
　前記画像情報から所定の対象物を検出して対象物データを取得する対象物取得手段と、
　前記対象物の大きさデータを記憶する対象物記憶部と、
　前記対象物記憶部から前記対象物データに対応した前記大きさデータを取得する大きさ
データ取得部と、
　前記距離取得手段で取得した前記距離データと、前記ズーム取得手段で取得した前記ズ
ームデータと、前記対象物取得手段で取得した前記対象物データと、前記大きさデータ取
得部で取得した前記対象物の前記大きさデータと、に基づき、前記対象物が前記対象物の
前記大きさデータと略一致する大きさとなるように前記投写対象面へ投写させるための、
前記光変調装置の画像サイズに対する前記対象物データの画像サイズのズームデータを演
算し、当該ズームデータに基づき、前記光変調装置に対して前記対象物を含む所定領域を
ズームさせた画像情報を送る制御を行なう画像制御部と、を有することを特徴とするプロ
ジェクタ。
【請求項３】
　請求項１に記載のプロジェクタであって、
　前記距離取得手段は、前記投写対象面までの距離情報を検出する距離検出部と、当該距
離検出部で検出した前記距離情報を前記距離データとして処理する距離処理部と、を有し
、
　前記対象物取得手段は、前記画像情報から所定の前記対象物の対象物情報を検出する対
象物検出部と、当該対象物検出部で検出した前記対象物情報を前記対象物データとして処
理する対象物処理部と、を有することを特徴とするプロジェクタ。
【請求項４】
　請求項２に記載のプロジェクタであって、
　前記距離取得手段は、前記投写対象面までの距離情報を検出する距離検出部と、当該距
離検出部で検出した前記距離情報を前記距離データとして処理する距離処理部と、を有し
、
　前記ズーム取得手段は、前記投写レンズのズーム情報を検出するズーム検出部と、当該
ズーム検出部で検出した前記ズーム情報を前記ズームデータとして処理するズーム処理部
と、を有し、
　前記対象物取得手段は、前記画像情報から所定の前記対象物の対象物情報を検出する対
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象物検出部と、当該対象物検出部で検出した前記対象物情報を前記対象物データとして処
理する対象物処理部と、を有することを特徴とするプロジェクタ。
【請求項５】
　請求項３に記載のプロジェクタであって、
　前記距離検出部は、光の反射を利用する距離センサを有することを特徴とするプロジェ
クタ。
【請求項６】
　請求項４に記載のプロジェクタであって、
　前記距離検出部は、光の反射を利用する距離センサを有し、
　前記ズーム検出部は、前記投写レンズの移動位置を検出する位置センサを有することを
特徴とするプロジェクタ。
【請求項７】
　請求項４に記載のプロジェクタであって、
　前記距離検出部は、光の反射を利用する距離センサを有し、
　前記ズーム検出部は、前記投写対象面に投写されている投写サイズを検出する撮像セン
サを有することを特徴とするプロジェクタ。
【請求項８】
　プロジェクタの投写方法であって、
　投写対象面までの距離データを取得する距離取得工程と、
　画像情報から所定の対象物を検出して対象物データを取得する対象物取得工程と、
　前記対象物の大きさデータを記憶する対象物記憶工程と、
　前記対象物記憶工程で記憶する前記大きさデータから前記対象物データに対応した前記
大きさデータを取得する大きさデータ取得工程と、
　前記距離取得工程で取得した前記距離データと、前記対象物取得工程で取得した前記対
象物データと、前記大きさデータ取得工程で取得した前記対象物の前記大きさデータと、
に基づき、前記対象物が前記対象物の前記大きさデータと略一致する大きさとなるように
前記投写対象面へ投写させるための、前記投写レンズに対するズームデータを演算して制
御を行なう画像制御工程と、
　前記画像制御工程で演算された前記ズームデータに基づいて前記投写レンズを駆動する
投写レンズ駆動工程と、を有することを特徴とするプロジェクタの投写方法。
【請求項９】
　プロジェクタの投写方法であって、
　投写対象面までの距離データを取得する距離取得工程と、
　投写レンズのズームデータを取得するズーム取得工程と、
　画像情報から所定の対象物を検出して対象物データを取得する対象物取得工程と、
　前記対象物の大きさデータを記憶する対象物記憶工程と、
　前記対象物記憶工程で記憶する前記大きさデータから前記対象物データに対応した前記
大きさデータを取得する大きさデータ取得工程と、
　前記距離取得工程で取得した前記距離データと、前記ズーム取得工程で取得した前記ズ
ームデータと、前記対象物取得工程で取得した前記対象物データと、前記大きさデータ取
得工程で取得した前記対象物の前記大きさデータと、に基づき、前記対象物が前記対象物
の前記大きさデータと略一致する大きさとなるように前記投写対象面へ投写させるための
、光変調装置の画像サイズに対する前記対象物データの画像サイズのズームデータを演算
し、当該ズームデータに基づき、前記光変調装置に対して前記対象物を含む所定領域をズ
ームさせた画像情報を送るように制御を行なう画像制御工程と、を有することを特徴とす
るプロジェクタの投写方法。
【請求項１０】
　請求項８に記載のプロジェクタの投写方法であって、
　前記距離取得工程は、前記投写対象面までの距離情報を検出する距離検出工程と、当該
距離検出工程で検出した前記距離情報を前記距離データとして処理する距離処理工程と、



(4) JP 2008-233462 A 2008.10.2

10

20

30

40

50

を有し、
　前記対象物取得工程は、前記画像情報から所定の前記対象物の対象物情報を検出する対
象物検出工程と、当該対象物検出工程で検出した前記対象物情報を前記対象物データとし
て処理する対象物処理工程と、を有することを特徴とするプロジェクタの投写方法。
【請求項１１】
　請求項９に記載のプロジェクタの投写方法であって、
　前記距離取得工程は、前記投写対象面までの距離情報を検出する距離検出工程と、当該
距離検出工程で検出した前記距離情報を前記距離データとして処理する距離処理工程と、
を有し、
　前記ズーム取得工程は、前記投写レンズのズーム情報を検出するズーム検出工程と、当
該ズーム検出工程で検出した前記ズーム情報を前記ズームデータとして処理するズーム処
理工程と、を有し、
　前記対象物取得工程は、前記画像情報から所定の前記対象物の対象物情報を検出する対
象物検出工程と、当該対象物検出工程で検出した前記対象物情報を前記対象物データとし
て処理する対象物処理工程と、を有することを特徴とするプロジェクタの投写方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、プロジェクタおよびプロジェクタの投写方法に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、プロジェクタは、光源から射出される光束を、画像情報に基づいて光変調装置で
変調して光学像を形成し、形成した光学像を、投写レンズを介してスクリーンなどの投写
対象面に映像として投写している。また、プロジェクタは、投写レンズにより映像を拡大
して投写することにより、多くの人に同時に見てもらうことが可能となっている。
【０００３】
　また、近年、プロジェクタの低価格化が進んだことにより、プロジェクタの普及が加速
し、会社、学校はもとより、家庭、遊技場、飲食店など様々な場所でプロジェクタが使用
されている。このような状況の中、プロジェクタは、会社などでのビジネス関係において
用いられることがやはり多く、特に、プレゼンテーション資料の投写などに用いられてい
る。
【０００４】
　なお、プレゼンテーション資料の投写などにおいて、投写されているある対象物（例え
ば、新製品などの外観が表わされている画像）に対して、所定の大きさで投写させたい場
合が生じる。例えば、その対象物自体の実際の大きさ（実物大）で投写させたい場合には
、ユーザは、投写レンズを構成するズームレンズを回動させることにより、投写サイズを
拡大／縮小し、実物大と略同程度となるように操作して投写させることになる。なお、対
象物を理解してもらうことがプレゼンテーションの目的となっている場合には、対象物を
所定の大きさ（特に実物大）で投写させることは、有効な手段となる。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかし、ユーザが、ズームレンズを回動させ、目視で確認しながら対象物が所定の大き
さの投写となるように調整することは、時間がかかり、また、目視での調整のため大きさ
が所定の大きさとは異なるという課題があった。その結果、効率的なプレゼンテーション
の進行を妨げてしまっていた。
【０００６】
　本発明は、上述した課題に鑑みてなされたものであり、効率的に対象物を所定の大きさ
で投写させることが可能なプロジェクタおよびプロジェクタの投写方法を提供することを
目的とする。
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【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上述した目的を達成するために、本発明のプロジェクタは、光源から射出される光束を
、画像情報に基づいて光変調装置で変調して光学像を形成し、投写レンズを介して投写対
象面に映像として投写するプロジェクタであって、投写対象面までの距離データを取得す
る距離取得手段と、画像情報から所定の対象物を検出して対象物データを取得する対象物
取得手段と、対象物の大きさデータを記憶する対象物記憶部と、対象物記憶部から対象物
データに対応した大きさデータを取得する大きさデータ取得部と、距離取得手段で取得し
た距離データと、対象物取得手段で取得した対象物データと、大きさデータ取得部で取得
した対象物の大きさデータと、に基づき、対象物が対象物の大きさデータと略一致する大
きさとなるように投写対象面へ投写させるための、投写レンズに対するズームデータを演
算して制御を行なう画像制御部と、画像制御部で演算されたズームデータに基づいて投写
レンズを駆動する投写レンズ駆動部と、を有することを特徴とする。
【０００８】
　このようなプロジェクタによれば、距離取得手段で投写対象面までの距離データを取得
し、対象物取得手段で画像情報から所定の対象物を検出して対象物データを取得する。そ
して、大きさデータ取得部で、対象物の大きさデータを記憶する対象物記憶部から対象物
データに対応した大きさデータを取得する。そして、画像制御部により、距離データと対
象物データと大きさデータとに基づいて、対象物が対象物の大きさデータと略一致する大
きさとなるように投写対象面へ投写させるための、投写レンズに対するズームデータを演
算して制御を行なう。そして、投写レンズ駆動部により、画像制御部で演算されたズーム
データに基づいて投写レンズを駆動することで、対象物の大きさデータと略一致する大き
さとなる投写を行なう。
  このような構成により、大きさデータを所定の大きさに設定することにより、効率的に
対象物を略所定の大きさで投写させることが可能なプロジェクタが実現できる。所定の大
きさとして、例えば、対象物の実物大の大きさとする場合、効率的に対象物を略実物大で
投写させることが可能なプロジェクタが実現する。
【０００９】
　また、上述した目的を達成するために、本発明のプロジェクタは、光源から射出される
光束を、画像情報に基づいて光変調装置で変調して光学像を形成し、投写レンズを介して
投写対象面に映像として投写するプロジェクタであって、投写対象面までの距離データを
取得する距離取得手段と、投写レンズのズームデータを取得するズーム取得手段と、画像
情報から所定の対象物を検出して対象物データを取得する対象物取得手段と、対象物の大
きさデータを記憶する対象物記憶部と、対象物記憶部から対象物データに対応した大きさ
データを取得する大きさデータ取得部と、距離取得手段で取得した距離データと、ズーム
取得手段で取得したズームデータと、対象物取得手段で取得した対象物データと、大きさ
データ取得部で取得した対象物の大きさデータと、に基づき、対象物が対象物の大きさデ
ータと略一致する大きさとなるように投写対象面へ投写させるための、光変調装置の画像
サイズに対する対象物データの画像サイズのズームデータを演算し、当該ズームデータに
基づき、光変調装置に対して対象物を含む所定領域をズームさせた画像情報を送る制御を
行なう画像制御部と、を有することを特徴とする。
【００１０】
　このようなプロジェクタによれば、距離取得手段で投写対象面までの距離データを取得
し、ズーム取得手段で投写レンズのズームデータを取得し、対象物取得手段で画像情報か
ら所定の対象物を検出して対象物データを取得する。そして、大きさデータ取得部で、対
象物の大きさデータを記憶する対象物記憶部から対象物データに対応した大きさデータを
取得する。そして、画像制御部により、距離データとズームデータと対象物データと大き
さデータとに基づいて、対象物が対象物の大きさデータと略一致する大きさとなるように
投写対象面へ投写させるための、光変調装置の画像サイズに対する対象物データの画像サ
イズのズームデータを演算し、当該ズームデータに基づき、光変調装置に対して対象物を
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含む所定領域をズームさせた画像情報を送る制御を行なう。これにより、光変調装置は、
ズームさせた画像情報により変調を行ない、その変調された光学像が、投写レンズにより
投写対象面に対象物の大きさデータと略一致する大きさで投写される。
  このような構成により、大きさデータを所定の大きさに設定することにより、効率的に
対象物を略所定の大きさで投写させることが可能なプロジェクタが実現できる。所定の大
きさとして、例えば、対象物の実物大の大きさとする場合、効率的に対象物を略実物大で
投写させることが可能なプロジェクタが実現する。
【００１１】
　また、上述したプロジェクタにおいて、距離取得手段は、投写対象面までの距離情報を
検出する距離検出部と、距離検出部で検出した距離情報を距離データとして処理する距離
処理部とを有し、対象物取得手段は、画像情報から所定の対象物の対象物情報を検出する
対象物検出部と、対象物検出部で検出した対象物情報を対象物データとして処理する対象
物処理部を有することが好ましい。
【００１２】
　このようなプロジェクタによれば、距離取得手段は、距離検出部で投写対象面までの距
離情報を検出し、距離処理部で距離情報を距離データとして処理する。また、対象物取得
手段は、対象物検出部で画像情報から所定の対象物の対象物情報を検出し、対象物処理部
で対象物情報を対象物データとして処理する。
  この構成により、距離データおよび対象物データを取得することができ、大きさデータ
を所定の大きさに設定することにより、効率的に対象物を略所定の大きさで投写させるこ
とが可能なプロジェクタが実現できる。
【００１３】
　また、上述したプロジェクタにおいて、距離取得手段は、投写対象面までの距離情報を
検出する距離検出部と、距離検出部で検出した距離情報を距離データとして処理する距離
処理部とを有し、ズーム取得手段は、投写レンズのズーム情報を検出するズーム検出部と
、ズーム検出部で検出したズーム情報をズームデータとして処理するズーム処理部とを有
し、対象物取得手段は、画像情報から所定の対象物の対象物情報を検出する対象物検出部
と、対象物検出部で検出した対象物情報を対象物データとして処理する対象物処理部を有
することが好ましい。
【００１４】
　このようなプロジェクタによれば、距離取得手段は、距離検出部で投写対象面までの距
離情報を検出し、距離処理部で距離情報を距離データとして処理する。また、ズーム取得
手段は、ズーム検出部で投写レンズのズーム情報を検出し、ズーム処理部でズーム情報を
ズームデータとして処理する。また、対象物取得手段は、対象物検出部で画像情報から所
定の対象物の対象物情報を検出し、対象物処理部で対象物情報を対象物データとして処理
する。
  この構成により、距離データ、ズームデータおよび対象物データを取得することができ
、大きさデータを所定の大きさに設定することにより、効率的に対象物を略所定の大きさ
で投写させることが可能なプロジェクタが実現できる。
【００１５】
　また、上述したプロジェクタにおいて、距離検出部は、光の反射を利用する距離センサ
を有することが好ましい。
【００１６】
　このようなプロジェクタによれば、距離検出部に距離センサを有することにより、確実
に投写対象面までの距離情報を検出することができる。
【００１７】
　また、上述したプロジェクタにおいて、距離検出部は、光の反射を利用する距離センサ
を有し、ズーム検出部は、投写レンズの移動位置を検出する位置センサを有することが好
ましい。
【００１８】
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　このようなプロジェクタによれば、距離検出部に距離センサ、ズーム検出部に位置セン
サを有することにより、確実に投写対象面までの距離情報を検出し、移動位置により投写
レンズのズーム情報を検出することができる。
【００１９】
　また、上述したプロジェクタにおいて、距離検出部は、光の反射を利用する距離センサ
を有し、ズーム検出部は、投写対象面に投写されている投写サイズを検出する撮像センサ
を有することが好ましい。
【００２０】
　このようなプロジェクタによれば、距離検出部に距離センサ、ズーム検出部に撮像セン
サを有することにより、確実に投写対象面までの距離情報を検出し、投写対象面に投写さ
れている投写サイズを検出することで投写レンズのズーム情報を検出することができる。
【００２１】
　上述した目的を達成するために、本発明のプロジェクタの投写方法は、投写対象面まで
の距離データを取得する距離取得工程と、画像情報から所定の対象物を検出して対象物デ
ータを取得する対象物取得工程と、対象物の大きさデータを記憶する対象物記憶工程と、
対象物記憶工程で記憶する大きさデータから対象物データに対応した大きさデータを取得
する大きさデータ取得工程と、距離取得工程で取得した距離データと、対象物取得工程で
取得した対象物データと、大きさデータ取得工程で取得した対象物の大きさデータと、に
基づき、対象物が対象物の大きさデータと略一致する大きさとなるように投写対象面へ投
写させるための、投写レンズに対するズームデータを演算して制御を行なう画像制御工程
と、画像制御工程で演算されたズームデータに基づいて投写レンズを駆動する投写レンズ
駆動工程と、を有することを特徴とする。
【００２２】
　このようなプロジェクタの投写方法によれば、距離取得工程で投写対象面までの距離デ
ータを取得し、対象物取得工程で画像情報から所定の対象物を検出して対象物データを取
得する。また、対象物記憶工程で対象物の大きさデータを記憶する。そして、大きさデー
タ取得工程により、対象物記憶工程で記憶した対象物データに対応した大きさデータを取
得する。そして、画像制御工程により、距離データと対象物データと大きさデータとに基
づいて、対象物が対象物の大きさデータと略一致する大きさとなるように投写対象面へ投
写させるための、投写レンズに対するズームデータを演算して制御を行なう。そして、投
写レンズ駆動工程により、画像制御工程で演算されたズームデータに基づいて投写レンズ
を駆動することで、対象物の大きさデータと略一致する大きさとなる投写を行なう。
  このような工程により、大きさデータを所定の大きさに設定することにより、効率的に
対象物を略所定の大きさで投写させることが可能な投写方法が実現できる。所定の大きさ
として、例えば、対象物の実物大の大きさとする場合、効率的に対象物を略実物大で投写
させることが可能なプロジェクタの投写方法が実現する。
【００２３】
　また、上述した目的を達成するために、本発明のプロジェクタの投写方法は、投写対象
面までの距離データを取得する距離取得工程と、投写レンズのズームデータを取得するズ
ーム取得工程と、画像情報から所定の対象物を検出して対象物データを取得する対象物取
得工程と、対象物の大きさデータを記憶する対象物記憶工程と、対象物記憶工程で記憶す
る大きさデータから対象物データに対応した大きさデータを取得する大きさデータ取得工
程と、距離取得工程で取得した距離データと、ズーム取得工程で取得したズームデータと
、対象物取得工程で取得した対象物データと、大きさデータ取得工程で取得した対象物の
大きさデータと、に基づき、対象物が対象物の大きさデータと略一致する大きさとなるよ
うに投写対象面へ投写させるための、光変調装置の画像サイズに対する対象物データの画
像サイズのズームデータを演算し、当該ズームデータに基づき、光変調装置に対して対象
物を含む所定領域をズームさせた画像情報を送るように制御を行なう画像制御工程と、を
有することを特徴とする。
【００２４】
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　このようなプロジェクタの投写方法によれば、距離取得工程で投写対象面までの距離デ
ータを取得し、ズーム取得工程で投写レンズのズームデータを取得し、対象物取得工程で
画像情報から所定の対象物を検出して対象物データを取得する。また、対象物記憶工程で
対象物の大きさデータを記憶する。そして、大きさデータ取得工程により、対象物記憶工
程で記憶した対象物データに対応した大きさデータを取得する。そして、画像制御工程に
より、距離データとズームデータと対象物データと大きさデータとに基づいて、対象物が
対象物の大きさデータと略一致する大きさとなるように投写対象面へ投写させるための、
光変調装置の画像サイズに対する対象物データの画像サイズのズームデータを演算し、当
該ズームデータに基づき、光変調装置に対して対象物を含む所定領域をズームさせた画像
情報を送るように制御を行なう。これにより、光変調装置は、ズームさせた画像情報によ
り変調を行ない、その変調された光学像が、投写レンズにより投写対象面に対象物の大き
さデータと略一致する大きさで投写される。
  このような工程により、大きさデータを所定の大きさに設定することにより、効率的に
対象物を略所定の大きさで投写させることが可能な投写方法が実現できる。所定の大きさ
として、例えば、対象物の実物大の大きさとする場合、効率的に対象物を略実物大で投写
させることが可能なプロジェクタの投写方法が実現する。
【００２５】
　また、上述したプロジェクタの投写方法において、距離取得工程は、投写対象面までの
距離情報を検出する距離検出工程と、距離検出工程で検出した距離情報を距離データとし
て処理する距離処理工程とを有し、対象物取得工程は、画像情報から所定の対象物の対象
物情報を検出する対象物検出工程と、対象物検出工程で検出した対象物情報を対象物デー
タとして処理する対象物処理工程とを有することが好ましい。
【００２６】
　このようなプロジェクタの投写方法によれば、距離取得工程は、距離検出工程で投写対
象面までの距離情報を検出し、距離処理工程で距離情報を距離データとして処理する。ま
た、対象物取得工程は、対象物検出工程で画像情報から所定の対象物の対象物情報を検出
し、対象物処理工程で対象物情報を対象物データとして処理する。
  このような工程により、距離データおよび対象物データを取得することができ、大きさ
データを所定の大きさに設定することにより、効率的に対象物を略所定の大きさで投写さ
せることが可能なプロジェクタの投写方法が実現できる。
【００２７】
　また、上述したプロジェクタの投写方法において、距離取得工程は、投写対象面までの
距離情報を検出する距離検出工程と、距離検出工程で検出した距離情報を距離データとし
て処理する距離処理工程とを有し、ズーム取得工程は、投写レンズのズーム情報を検出す
るズーム検出工程と、ズーム検出工程で検出したズーム情報をズームデータとして処理す
るズーム処理工程とを有し、対象物取得工程は、画像情報から所定の対象物の対象物情報
を検出する対象物検出工程と、対象物検出工程で検出した対象物情報を対象物データとし
て処理する対象物処理工程とを有することが好ましい。
【００２８】
　このようなプロジェクタの投写方法によれば、距離取得工程は、距離検出工程で投写対
象面までの距離情報を検出し、距離処理工程で距離情報を距離データとして処理する。ま
た、ズーム取得工程は、ズーム検出工程で投写レンズのズーム情報を検出し、ズーム処理
工程でズーム情報をズームデータとして処理する。また、対象物取得工程は、対象物検出
工程で画像情報から所定の対象物の対象物情報を検出し、対象物処理工程で対象物情報を
対象物データとして処理する。
  このような工程により、距離データ、ズームデータおよび対象物データを取得すること
ができ、大きさデータを所定の大きさに設定することにより、効率的に対象物を略所定の
大きさで投写させることが可能なプロジェクタの投写方法が実現できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２９】
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　以下、本発明の実施形態を図面に基づいて説明する。
  　（第１実施形態）
【００３０】
　図１は、本発明の第１実施形態に係るプロジェクタの概略構成図である。図１を参照し
て、プロジェクタ１の構成および動作を説明する。
【００３１】
　プロジェクタ１は、入力された画像信号をデジタル信号に変換するＡ／Ｄ変換部１０と
、光変調装置としての液晶パネル５０の仕様に合せてデジタル信号を縮小や拡大（スケー
リング）処理する画像処理部２０と、液晶パネル５０に表示するために画像処理されたデ
ジタル信号を変換する液晶パネル駆動部３０とを備えている。
【００３２】
　そして、光束を射出する光源や、射出された光束を偏光変換および色分離する照明光学
系４０と、光変調を行なう液晶パネル５０と、液晶パネル５０からの透過光を色合成し、
その合成光を拡大投写する投写光学系としての投写レンズ６０とを備えている。また、こ
れらの動作のタイミングなどを含め、動作全体を制御する制御部７０を備えている。
【００３３】
　なお、制御部７０は、各種制御プログラムに基づいて演算処理およびシステム全体を制
御するＣＰＵ７１と、予めＣＰＵ７１の制御プログラムなどを記憶しているＲＯＭ７２と
、ＲＯＭ７２などから読み出したデータやＣＰＵ７１の演算過程で必要な演算結果の記憶
や、各種テーブルを記憶するＲＡＭ７３などで構成されている。また、これらは、データ
を転送するための信号線であるバスにより、相互にデータ授受可能に接続されている。
【００３４】
　また、ユーザがプロジェクタ１の操作を行なうためのリモコン装置（リモートコントロ
ーラ）９１と、そのリモコン装置９１からの信号を受信して制御部７０に信号を送るリモ
コン制御部９０とを備えている。
【００３５】
　プロジェクタ１は、投写対象面（本実施形態では、スクリーン２００）までの距離を検
出する距離検出部８０と、距離検出部８０で検出された距離情報を距離データとして処理
する距離処理部としての動作を行なう制御部７０とを備えている。なお、距離検出部８０
と距離処理部（制御部７０）とにより距離検出手段が構成されている。また、距離検出部
８０は、本実施形態では、光の反射を利用する距離センサを備えている。詳細には、距離
センサとして反射型赤外センサ（図示省略）を備えている。そして、反射型赤外センサは
、プロジェクタ１本体の投写側の前面（スクリーン２００と相対する側）に設置されてい
る。
【００３６】
　また、投写光学系としての投写レンズ６０は、スクリーン２００に投写された画像サイ
ズを拡大・縮小するためのズームレンズ６１と、投写された画像の焦点調整を行なうフォ
ーカスレンズ６２とを有して構成されている。
【００３７】
　そして、ズームレンズ６１を駆動する投写レンズ駆動部としてのズームレンズ駆動部１
００を備えている。また、ズームレンズ駆動部１００は、本実施形態では、ＤＣ（直流）
モータ（図示省略）およびギヤ列（図示省略）によりズームレンズ６１を駆動している。
【００３８】
　また、ズームレンズ６１の位置をズーム情報として検出するズーム検出部としてのズー
ムレンズ位置検出部１１０と、ズームレンズ位置検出部１１０で検出したズームレンズ６
１の位置（ズーム情報）をズームレンズ６１のズーム倍率（ズームデータ）として処理す
るズーム処理部としての制御部７０とを備えている。なお、ズーム検出部（ズームレンズ
位置検出部１１０）とズーム処理部（制御部７０）とによりズーム検出手段が構成されて
いる。ズームレンズ位置検出部１１０は、本実施形態では、位置センサを備えている。詳
細には、位置センサとして光電式のロータリーエンコーダ（図示省略）を備えて投写レン
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ズ６０（ズームレンズ６１）の移動位置を検出している。
【００３９】
　なお、フォーカスレンズ６２は、本実施形態では、手動での調整としている。また、ズ
ームレンズ６１およびフォーカスレンズ６２は、それぞれ複数枚のレンズにより構成され
ている。
【００４０】
　図２は、本実施形態の実物大の投写を行なう動作手順を示すフローチャートである。図
１、図２を参照して、実物大の投写（以降、適宜、実物大投写と称する）を行なう動作手
順に関し、工程を含めて説明する。なお、プロジェクタ１は、投写対象面としてのスクリ
ーン２００に所定の大きさの投写を行なわせるための対象物を含む画像が投写しているも
のとする。
【００４１】
　なお、本実施形態では、実物大の投写を行なわせるための対象物を含む画像が投写して
いるものとする。そして、ユーザのリモコン装置９１からの入力操作による入力信号を、
制御部７０が、投写されている画像の中の対象物を所定の大きさ（実物大）で投写させる
ための入力として判断した場合の、それ以降の動作手順を示している。また、ユーザによ
り、ズームレンズ駆動部１００を用いてズームレンズ６１を駆動することで投写サイズを
設定し、フォーカスレンズ６２を手動で回動して投写画像の焦点調整が行なわれているも
のとする。
【００４２】
　ステップＳ１００では、制御部７０（以降、ＣＰＵ７１）は、距離取得手段を構成する
距離検出部８０の反射型赤外センサを駆動させて、スクリーン２００までの距離を距離情
報として検出する。反射型赤外センサは、赤外線をスクリーン２００に向けて投光し、ス
クリーン２００で反射して戻る赤外線を受光することで、距離情報を検出する。そして、
距離検出部８０は、距離情報を出力する。次に、ステップＳ１０１に移行する。
【００４３】
　ステップＳ１０１では、ＣＰＵ７１は、距離取得手段を構成する距離処理部として動作
を行なう。ＣＰＵ７１は、距離検出部８０の反射型赤外センサから出力される距離情報を
入力し、ＲＡＭ７３に記憶される距離情報と実際の距離（距離データ）との対応を示すテ
ーブルを読み込み、検出した距離情報に対応する距離データを演算（算出）する。次に、
ステップＳ１０２に移行する。
【００４４】
　なお、ステップＳ１００は、距離検出工程に対応し、ステップＳ１０１は、距離処理工
程に対応する。また、距離検出工程と距離処理工程とにより距離取得工程が構成される。
【００４５】
　ステップＳ１０２では、画像処理部２０は、対象物取得手段を構成する対象物検出部と
して動作を行ない、画像処理部２０に入力する画像信号から対象物を検出する。なお、対
象物検出部は、ＲＯＭ７２から対象物を検出するためのプログラムを読み込んで実行する
ことにより構築される。そして、対象物検出部は、本実施形態では、プログラムの実行に
より、対象物の外形形状を検出（対象物情報を検出）して対象物を検出（認識）している
。なお、ＲＯＭ７２には、各種の対象物を検出（認識）させるためのプログラムを記憶さ
せている。
【００４６】
　なお、画像処理部２０は、入力する画像の画像サイズに対して、光変調装置としての液
晶パネル５０の画像サイズに対応させるために、スケーリング処理を行なう。なお、本実
施形態での液晶パネル５０の画像サイズは、ＸＧＡサイズ（１０２４×７６８ドット）で
あり、画像サイズデータとしてＲＡＭ７３内に記憶されている。そして、画像処理部２０
は、入力する画像のサイズが、例えば、ＨＤＴＶサイズ（１９２０×１０８０ドット）で
ある場合には、スケーリング処理により、ＨＤＴＶサイズをＸＧＡサイズとなるように処
理することになる。
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【００４７】
　次に、ステップＳ１０３では、画像処理部２０は、対象物取得手段を構成する対象物処
理部として動作を行ない、検出した対象物に対して対象物データとして処理する。具体的
には、対象物データとして、液晶パネル５０の画像サイズに対する対象物の画像サイズを
演算（算出）する。なお、算出した対象物の画像サイズ（対象物データ）を制御部７０に
出力する。次に、ステップＳ１０４に移行する。
【００４８】
　なお、ステップＳ１０２は、対象物検出工程に対応し、ステップＳ１０３は、対象物処
理工程に対応する。また、対象物検出工程と対象物処理工程とにより、対象物取得工程が
構成される。
【００４９】
　ステップＳ１０４では、ＣＰＵ７１は、大きさデータ取得部として動作を行なう。ＣＰ
Ｕ７１は、対象物記憶部としてのＲＡＭ７３から対象物と対象物の大きさデータとの対応
を示すテーブルを読み込み、検出された対象物に対する大きさデータを取得する。具体的
には、対象物が例えばパソコンである場合、テーブルから、パソコンに対応する大きさデ
ータを読み込む。その大きさデータが、例えば３０ｃｍである場合、３０ｃｍという大き
さデータを取得する。
【００５０】
　なお、対象物記憶部としてのＲＡＭ７３には、予め対象物と対象物の大きさデータとの
対応を示すテーブルなどが記憶されている。そして、テーブルは、各種の対象物と各々の
対象物の所定の大きさを示すデータを記憶させている。本実施形態では、所定の大きさと
して対象物の実際の大きさに設定している。従って、対象物が３０ｃｍという対象物自体
の大きさと一致させたテーブルとしているため、実物大の投写を行なうことになる。
【００５１】
　なお、上記の記憶する工程が、対象物記憶工程に対応する。また、ステップＳ１０４は
、大きさデータ取得工程に対応する。
【００５２】
　なお、対象物記憶部（ＲＡＭ７３）に所定の大きさを記憶させる方法として、プロジェ
クタ１に備わるオンスクリーン機能（いわゆるＯＳＤ（On Screen Display））を使用し
て、スクリーン２００に投写されるメニューに従って、ユーザがリモコン装置９１などを
利用して入力している。また、対象物記憶工程は、プロジェクタ１を使用する任意の時点
で行なっている。
【００５３】
　次に、ステップＳ１０５では、ＣＰＵ７１は、画像制御部として動作を行なう。ＣＰＵ
７１は、距離処理部から出力される距離データ（スクリーン２００とプロジェクタ１との
距離）と、対象物処理部から出力される対象物データ（液晶パネル５０の画像サイズに対
する対象物の画像サイズ）と、対象物記憶部から取得した大きさデータとを入力する。
【００５４】
　そして、ＣＰＵ７１は、距離データ、対象物データおよび大きさデータに基づいて、距
離データで示す位置に設置されているスクリーン２００に対して、対象物（例えば、パソ
コン）が対象物の大きさデータ（例えば、３０ｃｍ）と略同一となる（略一致させる）よ
うに投写させるための、ズームレンズ６１に対するズーム倍率（ズームデータ）を演算（
算出）する。なお、ステップＳ１０５は、画像制御工程に対応する。
【００５５】
　次に、ステップＳ１０６では、ＣＰＵ７１は、ズームレンズ６１を初期設定位置に移動
させるために、ズームレンズ駆動部１００を駆動させる。従って、現在投写しているズー
ムレンズ６１の位置に関係なく、ズームレンズ６１は、初期設定位置に戻る動作を行なう
。なお、初期設定位置とは、ズーム倍率が最小となる位置としている。次にステップＳ１
０７に以降する。
【００５６】
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　ステップＳ１０７では、ＣＰＵ７１は、ズームレンズ駆動部１００で、算出したズーム
倍率となるように、ズームレンズ６１を駆動する。詳細には、ＣＰＵ７１は、ズームレン
ズ駆動部１００を駆動し、ズームレンズ駆動部１００の駆動によるズームレンズ６１の移
動位置を、ズームレンズ位置検出部１１０で検出することにより、ズーム倍率に対応する
位置で、ズームレンズ駆動部１００の駆動を停止させる。なお、ステップＳ１０７は、投
写レンズ駆動工程に対応する。
【００５７】
　以上のフローの実行により、投写レンズ６０を介して投写された対象物（例えば、パソ
コン）は、実物大（例えば、３０ｃｍ）で投写されることになる。この場合、投写サイズ
も算出したズーム倍率により、例えば、５倍の投写サイズが３倍の投写サイズとなる。
【００５８】
　図３は、本実施形態の実物大の投写を説明する図であり、同図（ａ）は、最初に投写さ
れている状態を示す図であり、同図（ｂ）は、実物大の投写を行なった状態を示す図であ
る。図３を参照して、実物大投写の説明を行なう。
【００５９】
　図３（ａ）に示すように、通常は、対象物Ｔの画像が含まれる画像（映像）をスクリー
ン２００に対して、投写サイズＡとして投写させている。なお、投写サイズＡは、ユーザ
の嗜好によるサイズである。
【００６０】
　この状態で、ユーザが、例えば、リモコン装置９１に設定される対象物の所定大きさ投
写用の入力キーを操作することにより、図２に示したように、制御部７０の制御により、
動作手順で示される動作を実行する。その結果、図３（ｂ）に示すように、本実施形態で
は、対象物Ｔが、実物大の大きさで投写される投写サイズＢとなるように、ズームレンズ
６１が最終的に動作して投写することができる。
【００６１】
　また、図３（ａ）に示す投写サイズＡから、実物大の大きさで投写される、図３（ｂ）
に示す投写サイズＢに移行する際（図２におけるステップＳ１０６およびステップＳ１０
７での状態）は、僅かの時間ではあるが、投写映像は写さないようにしている。詳細には
、このときの投写映像は黒表示とする処理を行っている。しかし、これに限らず、ズーム
レンズ６１の移動時にも映像を投写し続けていても良い。
【００６２】
　上述した、実施形態によれば以下の効果が得られる。
  （１）本実施形態のプロジェクタ１によれば、距離取得手段（距離検出部８０の反射型
赤外センサおよび距離処理部（ＣＰＵ７１））で、スクリーン２００までの距離データを
取得する。そして、対象物取得手段（対象物検出部および対象物処理部、として動作する
画像処理部２０）で、画像情報から所定の対象物Ｔを検出して対象物データ（液晶パネル
５０の画像サイズに対する対象物Ｔの画像サイズ）を取得する。そして、大きさデータ取
得部（ＣＰＵ７１）で対象物記憶部（ＲＡＭ７３）から対象物データに対応した大きさデ
ータを取得する。
  そして、画像制御部（ＣＰＵ７１）により、距離データと対象物データと大きさデータ
とに基づいて、対象物Ｔが対象物Ｔの大きさデータと略一致する大きさとなるようにスク
リーン２００へ投写させるためのズーム倍率を演算（算出）する。そして、投写レンズ駆
動部（ズームレンズ駆動部１００）により、画像制御部の制御に基づいて投写レンズ６０
（ズームレンズ６１）を駆動することで、対象物Ｔの大きさデータと略一致する大きさと
なる投写を行なう。
  このような構成により、効率的に、対象物Ｔを略実物大で投写させることが可能なプロ
ジェクタ１が実現する。
【００６３】
　（２）本実施形態の距離取得工程（距離検出工程、距離処理工程）で、スクリーン２０
０までの距離データを取得する。そして、対象物取得工程（対象物検出工程、対象物処理
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工程）で、画像情報から所定の対象物Ｔを検出して対象物データ（液晶パネル５０の画像
サイズに対する対象物Ｔの画像サイズ）を取得する。そして、大きさデータ取得工程で、
対象物記憶工程で記憶した対象物データに対応した大きさデータを取得する。
  そして、画像制御工程により、距離データと対象物データと大きさデータとに基づいて
、対象物Ｔが対象物Ｔの大きさデータと略一致する大きさとなるようにスクリーン２００
へ投写させるためのズーム倍率を演算（算出）する。そして、投写レンズ駆動工程により
、画像制御工程の制御に基づいて投写レンズ６０（ズームレンズ６１）を駆動することで
、対象物Ｔの大きさデータと略一致する大きさとなる投写を行なう。
  このような工程により、効率的に、対象物Ｔを略実物大で投写させることが可能な実物
大投写方法が実現する。
【００６４】
　（３）本実施形態のプロジェクタ１によれば、距離検出部８０に距離センサ（反射型赤
外センサ）を有することにより、確実にスクリーン２００までの距離情報を検出すること
ができる。
【００６５】
　（４）本実施形態のプロジェクタ１によれば、対象物Ｔを所定の大きさで投写するため
の入力部（スイッチキー）をリモコン装置９１などに設定することができる。そして、ユ
ーザが、投写されている画像の中の対象物Ｔを所定の大きさ（本実施形態では、実物大の
大きさ）で投写させたい場合には、その所定の大きさで投写するためのスイッチキーを押
下することにより、目視での調整などは必要なく、簡単で確実に、対象物Ｔを所定の大き
さ（本実施形態では、実物大の大きさ）で投写させることができる。従って、効率的なプ
レゼンテーションなどを行なうことができる。
  　（第２実施形態）
【００６６】
　図４は、本発明の第２実施形態に係る実物大の投写を行なう動作手順を示すフローチャ
ートである。なお、本実施形態のプロジェクタ２（図１参照）は、第１実施形態の図１に
示すプロジェクタ１の構成と略同様の構成となる。そして、本実施形態のプロジェクタ２
は、ズームレンズ位置検出部１１０と画像処理部２０の動作が第１実施形態と異なってい
る。
【００６７】
　また、本実施形態では、対象物の所定の大きさの投写として、対象物の実物大の大きさ
の投写を行なわせている。図１、図４を参照して、本実施形態における実物大投写を行な
う動作手順に関し、工程を含めて説明する。
【００６８】
　本実施形態のプロジェクタ２は、第１実施形態と同様に、投写対象面としてのスクリー
ン２００に実物大の投写を行なわせるための対象物を含む画像を投写しているものとする
。そして、図４は、ユーザのリモコン装置９１からの入力操作による入力信号を、制御部
７０が、投写されている画像の中の対象物を所定の大きさ（実物大）で投写させるための
入力として判断した場合の、それ以降の動作手順を示している。また、ユーザにより、ズ
ームレンズ駆動部１００を用いてズームレンズ６１を駆動することで投写サイズを設定し
、フォーカスレンズ６２を手動で回動して投写画像の焦点調整が行なわれているものとす
る。
【００６９】
　また、図２に示す第１実施形態での動作手順を示すフローチャートと同様の部分に関し
ては、適宜、簡単な説明または説明を省略する。
【００７０】
　図４において、ステップＳ２００およびステップＳ２０１は、図２に示すステップＳ１
００およびステップＳ１０１と同様である。詳細には、ステップＳ２００とステップＳ２
０１では、距離取得手段（距離検出部８０の反射型赤外センサおよび距離処理部（ＣＰＵ
７１））で、スクリーン２００までの距離データを取得する。
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【００７１】
　なお、ステップＳ２００は、距離検出工程に対応し、ステップＳ２０１は、距離処理工
程に対応する。また、距離検出工程と距離処理工程とにより距離取得工程が構成される。
【００７２】
　ステップＳ２０２では、ＣＰＵ７１は、ズームレンズ位置検出部１１０のロータリーエ
ンコーダを駆動させて、ズームレンズ６１の位置（移動距離）をズーム情報として検出す
る。なお、ズームレンズ位置検出部１１０は、ズーム取得手段を構成するズーム検出部と
して動作する。そして、ズームレンズ位置検出部１１０は、ユーザのリモコン装置９１へ
の入力操作などによって、スクリーン２００に画像が投写される時点から駆動しており、
ロータリーエンコーダは、ズームレンズ位置（ズーム情報）を出力する。次に、ステップ
Ｓ２０３に移行する。
【００７３】
　ステップＳ２０３では、ＣＰＵ７１は、ズーム取得手段を構成するズーム処理部として
動作を行なう。ＣＰＵ７１は、ズームレンズ位置検出部１１０のロータリーエンコーダか
ら出力されるズームレンズ位置（ズーム情報）を入力する。そして、ＣＰＵ７１は、ＲＡ
Ｍ７３に記憶されるズームレンズ位置と実際のズームレンズ６１のズーム倍率との対応を
示すテーブルを読み込み、検出したズームレンズ位置（ズーム情報）に対応するズーム倍
率（ズームデータ）を演算（算出）する。次に、ステップＳ２０４に移行する。
【００７４】
　なお、ステップＳ２０２は、ズーム検出工程に対応し、ステップＳ２０３は、ズーム処
理工程に対応する。また、ズーム検出工程とズーム処理工程とにより、ズーム取得工程が
構成される。
【００７５】
　次に、ステップＳ２０４およびステップＳ２０５は、図２に示すステップＳ１０２およ
びステップＳ１０３と同様である。詳細には、ステップＳ２０４とステップＳ２０５では
、対象物取得手段（対象物検出部および対象物処理部、として動作する画像処理部２０）
で、画像情報から所定の対象物を検出して対象物データ（液晶パネル５０の画像サイズに
対する対象物の画像サイズ）を取得する。
【００７６】
　なお、ステップＳ２０４は、対象物検出工程に対応し、ステップＳ２０５は、対象物処
理工程に対応する。また、対象物検出工程と対象物処理工程とにより、対象物取得工程が
構成される。
【００７７】
　次に、ステップＳ２０６は、図２に示すステップＳ１０４と同様である。詳細には、ス
テップＳ２０６では、ＣＰＵ７１は、大きさデータ取得部として動作を行なう。ＣＰＵ７
１は、対象物記憶部としてのＲＡＭ７３から対象物と対象物の大きさデータとの対応を示
すテーブルを読み込み、検出された対象物に対する大きさデータを取得する。具体的には
、対象物が例えばパソコンである場合、テーブルから、パソコンに対応する大きさデータ
を読み込む。その大きさデータが、例えば３０ｃｍである場合、３０ｃｍという大きさデ
ータを取得する。
【００７８】
　なお、対象物記憶部としてのＲＡＭ７３には、第１実施形態と同様に、予め対象物と対
象物の大きさデータとの対応を示すテーブルなどが記憶されている。そして、テーブルは
、各種の対象物と各々の対象物の所定の大きさを示すデータを記憶させている。本実施形
態では、所定の大きさとして対象物の実際の大きさに設定している。従って、対象物が３
０ｃｍという対象物自体の大きさと一致させたテーブルとしているため、実物大の投写を
行なうことになる。
【００７９】
　なお、上記の記憶する工程が、対象物記憶工程に対応する。また、ステップＳ２０６は
、大きさデータ取得工程に対応する。
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【００８０】
　そして、ステップＳ２０７では、ＣＰＵ７１は、画像制御部として動作を行なう。ＣＰ
Ｕ７１は、距離処理部から出力される距離データ（スクリーン２００とプロジェクタ２と
の距離）と、ズーム処理部から出力されるズーム倍率（ズームレンズ６１のズーム倍率）
と、対象物処理部から出力される対象物データ（液晶パネル５０の画像サイズに対する対
象物の画像サイズ）と、対象物記憶部から取得した大きさデータとを入力する。
【００８１】
　そして、ＣＰＵ７１は、距離データ、ズーム倍率、対象物データおよび大きさデータに
基づいて、距離データで示す位置に設置されるスクリーン２００に対して、ズームレンズ
６１のズーム倍率（投写サイズ）は変えずに、光変調装置としての液晶パネル５０上にお
いて、液晶パネル５０の画像サイズに対する対象物の画像サイズを変える（ズームする）
ことにより、対象物を大きさデータと一致させる投写（実物大の投写）を行なわせる制御
を行なう。
【００８２】
　ＣＰＵ７１は、実物大の投写を行なわせるために、距離データ、ズーム倍率、対象物デ
ータおよび大きさデータに基づいて、液晶パネル５０上の画像サイズに対する対象物デー
タの画像サイズのズームデータ（ズーム倍率）を演算（算出）する。なお、ステップＳ２
０７は、画像制御工程に対応する。
【００８３】
　次に、ステップＳ２０８では、画像処理部２０は、画像補正部として動作を行なう。画
像処理部２０は、画像制御部（ＣＰＵ７１）で算出した液晶パネル５０の画像サイズに対
する対象物の画像サイズのズーム倍率に基づき、現在の対象物の画像サイズを、算出した
ズーム倍率となるように変更（画像補正）する。この際、対象物を含んだ、設定される所
定の領域部分の画像サイズを変更する。なお、変更した対象物を含んだ領域部分が、液晶
パネル５０の画像サイズに比べて小さい場合には、その領域部分以外は投写結果が黒表示
となる画像補正も行なっている。これらの画像補正した画像情報を画像補正用信号として
液晶パネル駆動部３０に出力する。なお、ステップＳ２０８は、画像補正工程として画像
制御工程に含まれる。次に、ステップＳ２０９に移行する。
【００８４】
　なお、ステップＳ２０８で実行する画像補正部の動作は、いわゆる電子ズームの動作と
同様となる。なお、第１実施形態での実物大の投写は、投写レンズ６０のズーム倍率を変
更するいわゆる光学ズームである。この違いが、第１実施形態と、第２実施形態との違い
となる。
【００８５】
　ステップＳ２０９では、液晶パネル駆動部３０は、画像処理部２０での画像補正用信号
に基づいて、液晶パネル５０を駆動し、液晶パネル５０の画像サイズに、画像補正した結
果となる対象物を含む所定領域部分を表示させる。
【００８６】
　以上のフローの実行により、液晶パネル５０に表示される画像が、光源からの光束を変
調して光学像を形成し、投写レンズ６０を介してスクリーン２００に投写されることによ
り、対象物を含む所定領域が実物大で投写されることになる。本実施形態では、所定領域
部分以外は黒表示で投写される。
【００８７】
　図５は、本実施形態の実物大の投写を説明する図であり、同図（ａ）は、最初に投写さ
れている状態を示す図であり、同図（ｂ）は、実物大の投写を行なった状態を示す図であ
る。図５を参照して、実物大投写の説明を行なう。
【００８８】
　図５（ａ）に示すように、通常は、対象物Ｔの画像が含まれる画像（映像）をスクリー
ン２００に対して、投写サイズＡとして投写させている。なお、投写サイズＡは、ユーザ
の嗜好によるサイズである。
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【００８９】
　この状態で、ユーザが、例えば、リモコン装置９１に設定される対象物の所定大きさ投
写用の入力キーを操作することにより、図４に示したように、制御部７０の制御により、
動作手順で示される動作を実行する。その結果、図５（ｂ）に示すように、対象物Ｔが実
物大の大きさで、対象物Ｔを含む所定領域が投写される。なお対象物Ｔを含む所定領域の
投写サイズは、投写サイズＣとなる。また、投写サイズＣ以外の投写サイズＡとの間の領
域Ｄ（斜線で示す）は、黒画像が投写されている。
【００９０】
　上述した、実施形態によれば以下の効果が得られる。
  （１）本実施形態のプロジェクタ２によれば、距離取得手段（距離検出部８０の反射型
赤外センサおよび距離処理部（ＣＰＵ７１））で、スクリーン２００までの距離データを
取得する。そして、ズーム取得手段（ズームレンズ位置検出部１１０およびズーム処理部
（ＣＰＵ７１））で、投写レンズ６０（ズームレンズ６１）のズームデータ（ズーム倍率
）を取得する。そして、対象物取得手段（対象物検出部および対象物処理部、として動作
する画像処理部２０）で、画像情報から所定の対象物Ｔを検出して対象物データ（液晶パ
ネル５０の画像サイズに対する対象物Ｔの画像サイズ）を取得する。そして、大きさデー
タ取得部（ＣＰＵ７１）で対象物記憶部（ＲＡＭ７３）から対象物データに対応した大き
さデータを取得する。
  そして、画像制御部（ＣＰＵ７１）により、距離データとズームデータと対象物データ
と大きさデータとに基づいて、液晶パネル５０上の画像サイズに対する対象物Ｔの画像サ
イズのズーム倍率を演算（算出）する。そして、ズーム倍率に基づき、現在の対象物Ｔの
画像サイズを、算出したズーム倍率となるように変更（画像補正）させた画像情報を画像
補正用信号として液晶パネル駆動部３０に出力する。詳細には、ＣＰＵ７１でズーム倍率
を算出し、画像処理部２０でそのズーム倍率となるように画像情報を変更（画像補正）さ
せ、その画像補正した画像情報を画像補正用信号として液晶パネル駆動部３０に出力する
。そして、液晶パネル駆動部３０により、液晶パネル５０を駆動し、画像補正用信号に基
づき変調させることにより、対象物Ｔの大きさデータと略一致する大きさとなる投写を行
なう。
  このような構成により、効率的に、対象物Ｔを含む所定領域に対し、対象物Ｔを略実物
大で投写させることが可能なプロジェクタ２が実現する。
【００９１】
　（２）本実施形態の距離取得工程（距離検出工程、距離処理工程）で、スクリーン２０
０までの距離データを取得する。そして、ズーム取得工程（ズーム検出工程、ズーム処理
工程）で、投写レンズ６０（ズームレンズ６１）のズームデータ（ズーム倍率）を取得す
る。そして、対象物取得工程（対象物検出工程、対象物処理工程）で、画像情報から所定
の対象物Ｔを検出して対象物データ（液晶パネル５０の画像サイズに対する対象物Ｔの画
像サイズ）を取得する。そして、大きさデータ取得工程で、対象物記憶工程で記憶した対
象物データに対応した大きさデータを取得する。
  そして、画像制御工程により、距離データとズームデータと対象物データと大きさデー
タとに基づいて、液晶パネル５０上の画像サイズに対する対象物Ｔの画像サイズのズーム
倍率を演算（算出）する。そして、ズーム倍率に基づき、現在の対象物Ｔの画像サイズを
、算出したズーム倍率となるように変更させた画像情報を画像補正用信号として液晶パネ
ル駆動部３０に出力する。そして、液晶パネル駆動部３０により、液晶パネル５０を駆動
し、画像補正用信号に基づき変調させることにより、対象物Ｔの大きさデータと略一致す
る大きさとなる投写を行なう。
  このような工程により、効率的に、対象物Ｔを含む所定領域に対し、対象物Ｔを略実物
大で投写させることが可能な実物大投写方法が実現する。
【００９２】
　（３）本実施形態のプロジェクタ２によれば、距離検出部８０に距離センサ（反射型赤
外センサ）、ズーム検出部（ズームレンズ位置検出部１１０）に位置センサ（ロータリー
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エンコーダ）を有することにより、確実にスクリーン２００までの距離情報を検出し、移
動位置によりズームレンズ６１のズーム情報を検出することができる。
【００９３】
　（４）本実施形態のプロジェクタ２によれば、対象物Ｔを所定の大きさで投写するため
の入力部（スイッチキー）をリモコン装置９１などに設定することができる。そして、ユ
ーザが、投写されている画像の中の対象物Ｔを所定の大きさ（本実施形態では、実物大の
大きさ）で投写させたい場合には、その所定の大きさで投写するためのスイッチキーを押
下することにより、目視での調整などは必要なく、簡単で確実に、対象物Ｔを所定の大き
さ（本実施形態では、実物大の大きさ）で投写させることができる。従って、効率的なプ
レゼンテーションなどを行なうことができる。
  　（第３実施形態）
【００９４】
　図６は、本発明の第３実施形態に係るプロジェクタの概略構成図である。なお、本実施
形態のプロジェクタ３は、第２実施形態では、ズーム取得手段を構成するズーム検出部と
して位置センサを備えているのに対し、本実施形態では、撮像センサを備える点が異なっ
ている。なお、その他の構成は、第２実施形態と同様の構成となる。
【００９５】
　また、本実施形態では、対象物の所定の大きさの投写として、対象物の実物大の大きさ
の投写を行なわせている。図６を参照して、本実施形態におけるプロジェクタ３の構成お
よび動作を、第２実施形態との異なる構成部分に関して説明する。
【００９６】
　本実施形態のプロジェクタ３は、上述したように、第２実施形態でのズームレンズ駆動
部１００（図１参照）およびズームレンズ位置検出部１１０（図１参照）は備えていない
。そのため、ユーザは、画像を投写する場合、ズームレンズ６１を手動で回動して投写サ
イズを設定する。
【００９７】
　本実施形態のプロジェクタ３は、スクリーン２００に投写される投写画像に対してズー
ム倍率（ズーム情報）を検出するためのズーム検出部１２０を備えている。なお、ズーム
検出部１２０として、本実施形態では、撮像センサを備えている。詳細には撮像センサと
してＣＣＤ（Charge Coupled Devices）カメラ（図示省略）を備えてスクリーン２００に
投写されている画像の投写サイズを検出する。そして、ＣＣＤカメラは、プロジェクタ３
本体の投写側の前面（スクリーン２００と相対する側）に設置されている。
【００９８】
　また、プロジェクタ３は、ズーム検出部１２０（ＣＣＤカメラ）で検出（撮像）した投
写画像を記憶する撮像画像メモリ１３０を備えている。また、プロジェクタ３は、撮像画
像メモリ１３０に記憶される撮像画像を処理する画像処理部２０と、処理した撮像画像を
ズームレンズ６１のズーム倍率（ズームデータ）として処理する制御部７０とを備えてい
る。プロジェクタ３は、ズーム検出部１２０とズーム処理部（撮像画像メモリ１３０、画
像処理部２０、制御部７０）でズーム取得手段を構成している。
【００９９】
　図７は、本実施形態の実物大の投写を行なう動作手順を示すフローチャートである。図
６、図７を参照して、本実施形態における実物大投写を行なう動作手順に関し、工程を含
めて説明する。
【０１００】
　なお、プロジェクタ３は、投写対象面としてのスクリーン２００に実物大の投写を行な
わせるための対象物を含む画像を投写しているものとする。そして、図７は、ユーザのリ
モコン装置９１からの入力操作による入力信号を、制御部７０が、投写されている画像の
中の対象物を所定の大きさ（実物大）で投写させるための入力として判断した場合の、そ
れ以降の動作手順を示している。また、ユーザにより、ズームレンズ６１を手動で回動し
て投写サイズを設定し、フォーカスレンズ６２を手動で回動して投写画像の焦点調整が行
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なわれているものとする。
【０１０１】
　また、図４に示す第２実施形態での動作手順を示すフローチャートと同様の部分に関し
ては、適宜、簡単な説明または説明を省略する。
【０１０２】
　ステップＳ３００とステップＳ３０１では、図４に示すステップＳ２００およびステッ
プＳ２０１と同様に、距離取得手段（距離検出部８０の反射型赤外センサおよび距離処理
部（ＣＰＵ７１））で、スクリーン２００までの距離データを取得する。次に、ステップ
Ｓ３０２に移行する。
【０１０３】
　なお、ステップＳ３００は、距離検出工程に対応し、ステップＳ３０１は、距離処理工
程に対応する。また、距離検出工程と距離処理工程とにより距離取得工程が構成される。
【０１０４】
　ステップＳ３０２では、ＣＰＵ７１は、ズーム検出部１２０のＣＣＤカメラを駆動させ
て、スクリーン２００に投写されている投写画像を撮像する。そして、撮像された投写画
像をズーム情報として撮像画像メモリ１３０に記憶させていく。そして、ＣＰＵ７１は、
その記憶した画像データに対して、画像処理部２０に解析させて、投写サイズをズーム情
報として検出する。次に、ステップＳ３０３に移行する。
【０１０５】
　ステップＳ３０３では、ＣＰＵ７１は、検出した投写サイズに対して、ＲＡＭ７３に記
憶される投写サイズとズームレンズ６１のズーム倍率との対応を示すテーブルを読み込み
、検出した投写サイズ（ズーム情報）に対応するズームレンズ６１のズーム倍率（ズーム
データ）を演算（算出）する。次に、ステップＳ３０４に移行する。
【０１０６】
　なお、ステップＳ３０２は、ズーム検出工程に対応し、ステップＳ３０３は、ズーム処
理工程に対応する。また、ズーム検出工程とズーム処理工程とにより、ズーム取得工程が
構成される。
【０１０７】
　ステップＳ３０４とステップＳ３０５では、図４に示すステップＳ２０４およびステッ
プＳ２０５と同様に、対象物取得手段（対象物検出部および対象物処理部、として動作す
る画像処理部２０）で、画像情報から所定の対象物を検出して対象物データ（液晶パネル
５０の画像サイズに対する対象物の画像サイズ）を取得する。次に、ステップＳ３０６に
移行する。
【０１０８】
　また、ステップＳ３０４は、対象物検出工程に対応し、ステップＳ３０５は、対象物処
理工程に対応する。また、対象物検出工程と対象物処理工程とにより、対象物取得工程が
構成される。
【０１０９】
　なお、ステップＳ３０６からステップＳ３０９は、図４に示すステップＳ２０６からス
テップＳ２０９と同様となる。また、各工程も同様となる。
【０１１０】
　ステップＳ３０６では、ＣＰＵ７１は、大きさデータ取得部として動作を行なう。ＣＰ
Ｕ７１は、対象物記憶部としてのＲＡＭ７３から対象物と対象物の大きさデータとの対応
を示すテーブルを読み込み、検出された対象物に対する大きさデータを取得する。具体的
には、対象物が例えばパソコンである場合、テーブルから、パソコンに対応する大きさデ
ータを読み込む。その大きさデータが、例えば３０ｃｍである場合、３０ｃｍという大き
さデータを取得する。
【０１１１】
　なお、対象物記憶部としてのＲＡＭ７３には、第１実施形態および第２実施形態と同様
に、予め対象物と対象物の大きさデータとの対応を示すテーブルなどが記憶されている。



(19) JP 2008-233462 A 2008.10.2

10

20

30

40

50

そして、テーブルは、各種の対象物と各々の対象物の所定の大きさを示すデータを記憶さ
せている。本実施形態では、所定の大きさとして対象物の実際の大きさに設定している。
従って、対象物が３０ｃｍという対象物自体の大きさと一致させたテーブルとしているた
め、実物大の投写を行なうことになる。
【０１１２】
　なお、上記の記憶する工程が、対象物記憶工程に対応する。また、ステップＳ３０６は
、大きさデータ取得工程に対応する。
【０１１３】
　そして、ステップＳ３０７では、ＣＰＵ７１は、画像制御部として動作を行なう。ＣＰ
Ｕ７１は、距離処理部から出力される距離データ（スクリーン２００とプロジェクタ３と
の距離）と、ズーム処理部から出力されるズーム倍率（ズームレンズ６１のズーム倍率）
と、対象物処理部から出力される対象物データ（液晶パネル５０の画像サイズに対する対
象物の画像サイズ）と、対象物記憶部から取得した大きさデータとを入力する。
【０１１４】
　そして、ＣＰＵ７１は、距離データ、ズーム倍率、対象物データおよび大きさデータに
基づいて、距離データで示す位置に設置されるスクリーン２００に対して、ズームレンズ
６１のズーム倍率（投写サイズ）は変えずに、光変調装置としての液晶パネル５０上にお
いて、液晶パネル５０の画像サイズに対する対象物の画像サイズを変える（ズームする）
ことにより、対象物を大きさデータと一致させる投写（実物大の投写）を行なわせる制御
を行なう。
【０１１５】
　ＣＰＵ７１は、実物大の投写を行なわせるために、距離データ、ズーム倍率、対象物デ
ータおよび大きさデータに基づいて、液晶パネル５０上の画像サイズに対する対象物デー
タの画像サイズのズームデータ（ズーム倍率）を演算（算出）する。なお、ステップＳ３
０７は、画像制御工程に対応する。
【０１１６】
　次に、ステップＳ３０８では、画像処理部２０は、画像補正部として動作を行なう。画
像処理部２０は、画像制御部（ＣＰＵ７１）で算出した液晶パネル５０の画像サイズに対
する対象物の画像サイズのズーム倍率に基づき、現在の対象物の画像サイズを、算出した
ズーム倍率となるように変更（画像補正）する。この際、対象物を含んだ、設定される所
定の領域部分の画像サイズを変更する。なお、変更した対象物を含んだ領域部分が、液晶
パネル５０の画像サイズに比べて小さい場合には、その領域部分以外は投写結果が黒表示
となる画像補正も行なっている。これらの画像補正した画像情報を画像補正用信号として
液晶パネル駆動部３０に出力する。なお、ステップＳ３０８は、画像補正工程として画像
制御工程に含まれる。
【０１１７】
　ステップＳ３０９では、液晶パネル駆動部３０は、画像処理部２０での画像補正用信号
に基づいて、液晶パネル５０を駆動し、液晶パネル５０の画像サイズに、画像補正した結
果となる対象物を含む所定領域部分を表示させる。
【０１１８】
　以上のフローの実行により、液晶パネル５０に表示される画像が、光源からの光束を変
調して光学像を形成し、投写レンズ６０を介してスクリーン２００に投写されることによ
り、対象物を含む所定領域が実物大で投写されることになる。この場合、所定領域部分以
外は黒表示で投写される。また、本実施形態の実物大投写を説明する図は、第２実施形態
での図５と同様となるため、図示および説明は省略する。
【０１１９】
　上述した、実施形態によれば以下の効果が得られる。
  （１）本実施形態のプロジェクタ３によれば、距離取得手段（距離検出部８０の反射型
赤外センサおよび距離処理部（ＣＰＵ７１））で、スクリーン２００までの距離データを
取得する。そして、ズーム取得手段（ズーム検出部１２０およびズーム処理部（撮像画像
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メモリ１３０、画像処理部２０、ＣＰＵ７１））で、投写レンズ６０（ズームレンズ６１
）のズームデータ（ズーム倍率）を取得する。それ以降は、第２実施形態と同様の構成に
より、効率的に、対象物Ｔを含む所定領域に対し、対象物Ｔを略実物大で投写させること
が可能なプロジェクタ３が実現する。
【０１２０】
　（２）第２実施形態と同様の工程により、効率的に、対象物Ｔを含む所定領域に対し、
対象物Ｔを略実物大で投写させることが可能な実物大投写方法が実現する。
【０１２１】
　（３）本実施形態のプロジェクタ３によれば、距離検出部８０に距離センサ（反射型赤
外センサ）、ズーム検出部１２０に撮像センサ（ＣＣＤカメラ）を有することにより、確
実にスクリーン２００までの距離情報を検出し、スクリーン２００に投写されている投写
サイズを検出することによりズームレンズ６１のズーム情報を検出することができる。
【０１２２】
　（４）本実施形態のプロジェクタ３によれば、対象物Ｔを所定の大きさで投写するため
の入力部（スイッチキー）をリモコン装置９１などに設定することができる。そして、ユ
ーザが、投写されている画像の中の対象物Ｔを所定の大きさ（本実施形態では、実物大の
大きさ）で投写させたい場合には、その所定の大きさで投写するためのスイッチキーを押
下することにより、目視での調整などは必要なく、簡単で確実に、対象物Ｔを所定の大き
さ（本実施形態では、実物大の大きさ）で投写させることができる。従って、効率的なプ
レゼンテーションなどを行なうことができる。
【０１２３】
　なお、本発明は、上述した実施形態に限定されず、種々の変更や改良などを加えること
が可能である。変形例を以下に述べる。
【０１２４】
　（変形例１）第１実施形態では、ステップＳ１０６において、ＣＰＵ７１は、ズームレ
ンズ駆動部１００を駆動して、初期設定位置にズームレンズ６１を移動させている。その
後、ステップＳ１０７において、ＣＰＵ７１は、ズームレンズ駆動部１００を駆動し、算
出したズーム倍率となるように、ズームレンズ６１を移動させている。しかし、これに限
らず、ズームレンズ位置検出部１１０で、現在投写されている投写サイズ（図３（ａ）に
示す投写サイズＡ）に対応したズーム倍率をデータとして読み込み、算出したズーム倍率
となるための補正量を演算（算出）することでも良い。以下に詳細な説明を行なう。
【０１２５】
　ＣＰＵ７１は、補正処理部として動作を行なう。ＣＰＵ７１は、画像制御部（ＣＰＵ７
１）で算出したズーム倍率に基づき、現在のズーム倍率から、算出したズーム倍率に変更
させるための補正量を演算（算出）する。具体的には、現在のズーム倍率が５倍であり、
算出した倍率が３倍であった場合、ＣＰＵ７１は、５倍のズーム倍率を３倍のズーム倍率
に補正するためには、ロータリーエンコーダに対して、どの程度の補正量（現在のズーム
レンズ６１位置に対してのズームレンズ６１の移動量）が必要かを演算（算出）する。な
お、このような補正量の算出を補正処理工程とした場合、補正処理工程は、画像制御工程
に含まれる。
【０１２６】
　次に、ＣＰＵ７１は、ズームレンズ駆動部１００に対して、算出した補正量に対応する
信号を出力する。そして、ズームレンズ駆動部１００は、入力した補正量の信号に対応し
て、ズームレンズ６１を駆動（ズームレンズ６１を移動）することで実現する。
【０１２７】
　このような処理を行なうことにより、ステップＳ１０６を行なうことなく、スムースに
現在の投写サイズ（図３（ａ）で示す投写サイズＡ）から、算出したズーム倍率に対応す
る投写サイズ（図３（ｂ）で示す投写サイズＢ）に変更させることができる。
【０１２８】
　（変形例２）前記変形例１において、ズーム検出部（ズームレンズ位置検出部１１０）
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にロータリーエンコーダを備えているが、ズームレンズ位置検出部１１０として、第３実
施形態のズーム検出部１２０に備えた撮像センサとしてのＣＣＤカメラを備えることでも
良い。その際、投写サイズの検出は、第３実施形態と同様に行ない、また、画像制御部（
ＣＰＵ７１）により、距離データと対象物データと大きさデータとに基づいて、対象物Ｔ
が対象物Ｔの大きさデータと略一致する大きさとなるように投写対象面へ投写させるため
のズームレンズ６１に対するズーム倍率を演算（算出）する。そして、ズームレンズ駆動
部１００がズームレンズ６１を駆動させながら画像を投写する。そして、投写した投写画
像（投写サイズ）を、ＣＣＤカメラで順次取み込み、画像処理部２０で解析し、解析した
結果が、算出したズーム倍率となったか否かを画像制御部（ＣＰＵ７１）が判断しながら
ズームレンズ駆動部１００を制御することにより、対象物Ｔを所定の大きさで投写させる
ことができる。
【０１２９】
　（変形例３）本実施形態では、効率的に対象物Ｔを実物大の大きさで投写させることが
可能なプロジェクタ１，２，３および投写方法を実現している。しかし、これに限らず、
所定の大きさで投写させることができる。その場合、対象物記憶部としてのＲＡＭ７３に
記憶するテーブルに、各種の対象物Ｔと各々の対象物Ｔの所定の大きさを示すデータを記
憶させることで行なう。それにより、対象物Ｔをユーザの所望する大きさで投写させるこ
とができる。また、所定の大きさの入力は、オンスクリーン機能などを利用して入力する
ことができる。これにより、効率的に対象物Ｔを所定の大きさで投写させることが可能な
プロジェクタおよび投写方法を実現できる。
【０１３０】
　（変形例４）前記実施形態において、対象物Ｔを実物大で投写した場合に、スクリーン
２００内におさまる投写サイズとなっている。しかし、これに限らず、対象物Ｔを実物大
で投写した場合に、投写サイズがスクリーン２００よりも大きくなる場合がある。そのた
め、大きさの限られたスクリーン２００を使用する場合と、スクリーン２００よりも広い
壁面などを投写対象面として使用する場合とを、対象物Ｔの実物大の大きさに応じて適宜
選択することが良い。
  例えば、対象物Ｔとして、車や家具などを実物大投写する場合などでは、投写対象物と
して壁面などを利用して投写することが良く、限られたスペースの中で、実物がなくても
実物大の大きさを確認することができるため、本発明を使用することの効果が極めて高く
なる。なお、対象物Ｔを所定の大きさで投写する場合にも同様となる。
【０１３１】
　（変形例５）前記第２実施形態において、実物大投写は、画像に含まれる対象物Ｔを含
む所定領域としているが、この所定領域は、実物大投写される前の投写されている画像全
体を所定領域としても良いし、画像全体ではなく対象物Ｔのみは含む領域を所定領域とし
ても良い。なお、対象物Ｔを所定の大きさで投写する場合にも同様となる。
【０１３２】
　（変形例６）前記第２実施形態において、画像処理部２０が、画像補正部として動作を
行なった場合、変更した対象物Ｔを含んだ領域部分が、液晶パネル５０の画像サイズに比
べて小さい場合には、その領域部分以外は投写結果が黒表示（領域Ｄ）となる画像補正を
行なっている。しかし、実物大の投写をさせる対象物Ｔを含んだ領域部分が、液晶パネル
５０の画像サイズに比べて大きくなる場合には、液晶パネル５０には、対象物Ｔ全体を表
示せず、対象物Ｔの部分を表示する画像補正としても良い。これにより、スクリーン２０
０には、対象物Ｔ全体が投写されず、対象物Ｔの部分が投写される。なお、対象物Ｔを所
定の大きさで投写する場合にも同様となる。
【０１３３】
　（変形例７）前記実施形態では、距離検出部８０に距離センサとして、反射型赤外セン
サを備えているが、超音波やレーザを用いたセンサを備えても良い。
【０１３４】
　（変形例８）前記第１、第２実施形態では、ズームレンズ位置検出部１１０にズームレ
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リニアエンコーダを備えても良い。
【０１３５】
　（変形例９）前記第３実施形態では、ズーム検出部１２０に撮像センサとして、ＣＣＤ
カメラ（ＣＣＤイメージセンサ）を備えているが、ＣＭＯＳ（Complementary Metal Oxid
e Semiconductor）イメージセンサを備えても良い。
【０１３６】
　（変形例１０）前記実施形態において、距離取得手段では、距離センサを備えている。
しかし、距離取得手段として、スクリーン２００とプロジェクタ１，２，３との距離を、
ユーザがリモコン装置９１などにより入力しても良い。
【０１３７】
　（変形例１１）前記第２、第３実施形態において、ズーム取得手段では、位置センサ、
撮像センサを備えている。しかし、ズームレンズ６１のズーム倍率を、ユーザがリモコン
装置９１などにより入力しても良い。前記変形例１においても同様である。
【０１３８】
　（変形例１２）前記実施形態において、光変調装置としての液晶パネル５０は、透過型
の液晶パネル５０を用いているが、反射型の液晶パネルなど、反射型の光変調素子を用い
ることも可能である。また、入射した光の射出方向を、画素としてのマイクロミラー毎に
制御することにより、光源から射出した光束を変調する微小ミラーアレイデバイスなどを
用いても良い。
【０１３９】
　（変形例１３）前記実施形態のプロジェクタ１，２，３は、フロントタイプのプロジェ
クタとして本発明を適用しているが、投写対象面としてのスクリーンを一体で有するリア
タイプのプロジェクタにも適用できる。この場合、距離取得手段での距離データや、ズー
ム取得手段でのズームデータはリアタイプのプロジェクタの仕様で所定の値に設定される
ことになる。また、ズームレンズ６１を搭載しないフロントタイプのプロジェクタにおい
ても同様に適用できる。
【図面の簡単な説明】
【０１４０】
【図１】本発明の第１実施形態に係るプロジェクタの概略構成図。
【図２】実物大の投写を行なう動作手順を示すフローチャート。
【図３】実物大の投写を説明する図であり、（ａ）は最初に投写されている状態を示す図
であり、（ｂ）は実物大の投写を行なった状態を示す図。
【図４】本発明の第２実施形態に係る実物大の投写を行なう動作手順を示すフローチャー
ト。
【図５】実物大の投写を説明する図であり、（ａ）は最初に投写されている状態を示す図
であり、（ｂ）は実物大の投写を行なった状態を示す図。
【図６】本発明の第３実施形態に係るプロジェクタの概略構成図。
【図７】実物大の投写を行なう動作手順を示すフローチャート。
【符号の説明】
【０１４１】
　１，２，３…プロジェクタ、１０…Ａ／Ｄ変換部、２０…画像処理部、３０…液晶パネ
ル駆動部、４０…照明光学系、５０…液晶パネル、６０…投写レンズ、６１…ズームレン
ズ、６２…フォーカスレンズ、７０…制御部、７１…ＣＰＵ、７２…ＲＯＭ、７３…ＲＡ
Ｍ、８０…距離検出部、９０…リモコン制御部、９１…リモコン装置、１００…ズームレ
ンズ駆動部、１１０…ズームレンズ位置検出部、１２０…ズーム検出部、１３０…撮像画
像メモリ、２００…スクリーン、Ｔ…対象物。
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